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。」 //  
//  
娘静
奥
さ
ん
華
岡
母
『容
疑
者
X
」
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G
.
九
限
目
生
徒
が
作
成
し
た
、
教
員
が
考
え
た
仮
説
へ
の
疑
問
・
反
論
に
関
す
る
「
QHUm-巾
ロ
公
正
出巾
口
付
」
フ
ァ
イ
ル
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
で
、
教
員
が
提
示
し
た
仮
説
の
矛
盾
点
や
、
教
員
が
提
示
し
た
以
外
の
共
通
点
に
つ
い
て
議
論
(話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
)。
そ
の
際
、
共
通
点
・
矛
盾
点
を
説
明
す
る
う
え
で
の
根
拠
も
併
せ
て
「
の
g
m
z
u
RE
5
E
」
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
せ
る
(
書
く
こ
と
)
。
H
一
0
・
一
一
限
目
九
限
目
で
挙
が
っ
た
矛
盾
点
・
共
通
点
に
つ
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
紹
介
さ
せ
る
(
話
す
こ
と
聞
く
こ
と
)
。
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
電
子
黒
板
上
に
各
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
た
内
容
を
表
示
し
、
情
報
共
有
を
は
か
る
)
。
他
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
か
ら
質
疑
や
疑
問
点
の
指
摘
を
受
け
る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
相
互
に
聞
き
、
各
自
の
考
え
を
「
の
8
m-冊。ong
出
自
己
フ
ァ
イ
ル
で
ま
と
め
、
デ
ー
タ
を
教
員
に
提
出
。
l
.
一
一
j
一
四
限
目
映
画
『容
疑
者
X
の
献
身
』
を
電
子
黒
板
上
で
鑑
賞
。
鑑
賞
中、
小
説
と
の
相
違
点
・
観
賞
中
の
疑
問
点
を
、
電
子
黒
板
上
に
同
時
表
示
し
た
「
の
8
m
Z
回
目
m053」
で
逐
一
共
有
。
※
こ
の
時
間
以
降
、
「
Coomぽ
巳
回
目
的
5
0
5」
で
授
業
外
の
時
間
で
も
生
徒
・
教
員
間
で
意
見
交
換
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
J
一
五
限
目
映
画
で
新
た
に
登
場
し
た
人
物
(内
海
刑
事
ら
)
・
描
写
(湯
川
と
X
(石
神
)
の
登
山
旅
行
等
)
に
つ
い
て
情
報
共
有
。
そ
れ
を
も
と
に
、
再
度
教
員
か
ら
共
通
点
の
仮
説
を
提
示
。
教
員
の
仮
説
に
つ
い
て
、
生
徒
に
疑
問
・
反
論
を
考
え
さ
せ
、
「
の
sht巾
ロ
on己
目
自
己
の
全
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
共
有
フ
ァ
イ
ル
に
記
入
さ
せ
る
(
書
く
こ
と
)
0
【
提
示
し
た
共
通
点
}
ぁ
.
四
色
問
題
と
間
取
り
『こ
こ
ろ
』
先
生
-
K
-
お
嬢
さ
ん
の
部
屋
の
間
取
り
『容
疑
者
X
』
「
隣
り
同
士
が
、
同
じ
色
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
」
(華
岡
母
娘
と
石
神
の
部
屋
が
隣
り
合
っ
て
い
る
)
い
旅
行
『こ
こ
ろ
』
房
州
旅
行
・
崖
で
の
や
り
と
り
『容
疑
者
X
」
登
山
旅
行
・
山
荘
で
の
や
り
と
り
K
十
六
限
目
両
小
説
と
映
画
の
内
容
を
踏
ま
え
、
「
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
性
は
あ
る
の
か
」
「
『こ
こ
ろ
』
を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
・
疑
問
に
思
っ
た
点
に
つ
い
て
」
「
『容
疑
者
X
の
献
身
』
を
読
ん
で
、
あ
る
い
は
映
画
を
観
て
興
味
を
持
っ
た
点
・
疑
問
に
思
っ
た
点
に
つ
い
て
」
か
ら
い
ず
れ
か
を
選
び
、
四
O
O字
以
上
の
レ
ポ
ー
ト
で
論
述
さ
せ
る
(書
く
こ
と
)。
寝
泊
導
上
の
留
意
点
A
『容
疑
者
X
の
献
身
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
添
う
よ
う
な
形
で
授
業
を
展
開
す
る
(
教
員
か
ら
情
報
を
提
示
し
て
い
く
)
こ
と
で
、
授
業
全
体
の
展
開
に
興
味
を
持
た
せ
る
(謎
を
解
い
て
い
く
楽
し
み
)。
グ
ル
ー
プ
ワ
l
ク
・
発
表
、
「
の。
om}巾
」
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
群
、
映
像
教
材
等
を
活
用
し
、
「
話
す
・
聞
く
」
「
敢闘
く
」
「
見
る
」
活
動
を
織
り
交
ぜ
、
主
体
的
・
協
働
的
な
学
習
活
動
を
促
す
。
あ
え
て
漠
然
と
し
た
共
通
点
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
生
徒
に
疑
問
を
持
た
せ
、
作
品
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
。
- 54-
B C 
①
評
価
A
・
読
む
こ
と
(
見
る
こ
と
)
一
1
二
限
目
の
テ
ス
ト・
定
期
考
査
に
よ
り
評
価
す
る
。
B
.
官
く
こ
と
夏
季
課
題
各
時
間
で
作
成
し
た
Boom-巾
ロ
0
2
5
8
マ
ω
E巾」
等
、
学
期
末
レ
ポ
ー
ト
に
よ
り
評
価
す
る
。
c.
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
発
表
時
に
記
録
し
た
「
の
g
m一冊
ロ
on「
E
Bケ
巴
仏
巾
」
に
よ
り
評
価
す
る
。
四
、
お
わ
り
に
(
実
践
の
振
り
返
り
・
今
後
の
課
題
)
新
学
習
目
指
導
要
領
・
新
課
程
を
見
据
え
、
「
書
く
こ
と
」
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
を
中
心
に
据
え
た
『こ
こ
ろ
』
の
授
業
実
践
に
挑
戦
し
た
。
現
在
進
行
形
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
(
現
在
、
第
一
O
限
目
)
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
効
果
・
課
題
が
見
ら
れ
た
。
?
と
」
ろ
』
が
新
聞
で
連
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
前
か
ら
順
に
丁
寧
に
読
み
謎
を
解
い
て
い
く
面
白
さ
を
提
示
し
た
こ
と
で
、
生
徒
は
、
概
ね
意
欲
的
に
取
り
組
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一方、
『こ
こ
ろ
』
本
文
の
通
説
精
読
を
夏
季
課
題
と
し
て
生
徒
に
一
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
十
分
に
本
文
の
内
容
・
あ
ら
す
じ
を
理
解
し
て
い
な
い
ま
ま
、
本
単
元
の
学
習
に
入
っ
た
生
徒
が
散
見
さ
れ
た
。
反
転
学
習
そ
の
も
の
を
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
反
転
学
習
の
課
題
を
与
え
る
前
に
、
よ
り
丁
寧
に
学
習
の
ね
ら
い
・
目
的
を
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
「
読
む
」
取
り
組
み
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
精
読
・
読
解
能
力
の
伸
長
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
感
も
あ
り
、
試
行
錯
誤
・
不
安
と
隣
り
合
わ
せ
の
実
践
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
指
導
要
領
・
新
課
程
ひ
い
て
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
能
力
・
学
び
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
新
た
な
授
業
実
践
に
挑
戦
す
る
姿
勢
は
、
常
に
教
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
、
新
た
な
授
業
展
開
、
『こ
こ
ろ
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
鉄
板
教
材
」
の
活
用
可
能
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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